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次
の
陳
情
は
、
３
月
定
例
会
の

都
市
環
境
常
任
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第　

号　

主
要
農
作
物
種

２８

子
法
に
代
わ
る
公
共
品
種
を
守
る

新
し
い
法
律
を
つ
く
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

※　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
は
３
月
、６
月
、

９
月
、　

月
の
年
４
回
開
催
さ

１２

れ
る
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ

れ
ま
す
。

　
　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め

切
り
日
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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２
０
１
７
年
７
月
、
国
連
の
加

盟
国
１
９
３
カ
国
の
内　

％
の
１

６３

２
２
カ
国
が
賛
成
し
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。広
島
、

長
崎
の
被
爆
者
を
先
頭
と
し
た　
６０

年
余
り
に
及
ぶ
草
の
根
か
ら
の
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す
粘
り

強
い
運
動
が
世
界
を
変
え
、
歴
史

的
な
条
約
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆

者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署

名
」
は
、
被
爆
者
が
速
や
か
な
核

兵
器
廃
絶
を
願
い
、
核
兵
器
を
禁

止
し
、
廃
絶
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ

と
を
全
て
の
国
に
求
め
て
い
る
署

名
で
す
が
、
神
奈
川
県
下
で
は
、

横
浜
、
川
崎
、
横
須
賀
、
座
間
の

４
市
の
み
が
署
名
し
て
お
ら
ず
、

本
市
が
核
兵
器
廃
絶
、
原
水
爆
禁

止
運
動
で
後
退
し
て
い
る
印
象
を

与
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
市
は
、

県
央
地
域
で
原
水
爆
禁
止
運
動
で

は
先
進
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
１
９
５
７
年
に
市
長
を

会
長
と
し
て
原
水
爆
禁
止
協
議
会

を
結
成
し
運
動
を
進
め
、
１
９
８

２
年
に
は
県
下
で
３
番
目
に
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し
ま
し

た
。
本
市
が
核
兵
器
廃
絶
、
原
水

爆
禁
止
運
動
で
後
退
し
て
い
な
い

こ
と
を
具
体
的
な
行
動
で
示
す
こ

と
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

座
間
市
原
水
爆
禁
止
協

議
会
が
存
在
す
る
こ
と
が
本
市
の

姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。
会
長
を

務
め
る
原
水
爆
禁
止
協
議
会
を
通

じ
て
意
思
表
示
を
行
い
、
市
民
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
育
行
政
の
質
的
向
上
、
量
的

拡
大
に
つ
い
て
、
保
育
園
整
備
計

画
で
は
、
公
立
保
育
園
を
民
営
化

す
る
こ
と
に
よ
り
国
の
補
助
金
を

受
け
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
園

舎
の
建
て
替
え
や
、
保
育
定
数
を

増
や
す
な
ど
の
待
機
児
童
対
策
に

取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
当
初

の
計
画
と
比
べ
て
民
営
化
が
遅
れ

て
い
ま
す
が
、
移
管
先
の
法
人
が

不
利
ま
た
は
有
利
に
な
る
よ
う
な

補
助
制
度
の
変
更
は
あ
っ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
か
ら
、

３０

１０

小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が

中
学
校
修
了
時
ま
で
拡
大
さ
れ
ま

す
が
、
子
育
て
世
帯
が
県
央
地
域

へ
の
転
居
を
検
討
す
る
際
に
は
、

子
育
て
支
援
策
や
保
育
行
政
の
質

を
比
較
す
る
と
考
え
ま
す
。
以
前

に
本
市
議
会
と
し
て
も
、
請
願
と

し
て
採
択
し
て
い
る
病
児
・
病
後

児
対
応
型
保
育
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

計
画
策
定

時
と
現
在
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
率
が
２
分
の
１
か

ら
３
分
の
２
へ
増
額
さ
れ
る
な
ど

以
前
よ
り
も
拡
充
さ
れ
て
お
り
、

補
助
制
度
を
活
用
し
民
間
保
育
所

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
病
院
と
の
連
携

に
よ
る
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
進
め
て
い
く
公
立
保
育
園
の

民
営
化
や
民
間
保
育
所
の
施
設
整

備
計
画
の
中
で
、
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
の
路

面
下
空
洞
調
査
の
対
象
拡
大
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
路
面
下
空
洞
調

査
と
は
、
道
路
表
面
の
ひ
び
割
れ

や
わ
だ
ち
等
を
近
接
目
視
に
よ
り

発
見
す
る
路
面
性
状
調
査
で
は
わ

か
ら
な
い
道
路
や
橋
梁
の
路
面
の

下
を
地
中
探
査
レ
ー
ダ
ー
装
置
を

搭
載
し
た
車
両
で
走
行
し
、
路
面

下
の
空
洞
を
発
見
す
る
非
破
壊
式

の
調
査
で
す
。
そ
こ
で
平
成　

年
２６

第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で
路

面
下
空
洞
調
査
を
取
り
上
げ
、
そ

の
後
、
市
で
は
市
道
の　

路
線
を

２０

指
定
緊
急
輸
送
路
線
と
し
て
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成　

年
度

３０

に　

路
線
全
て
の
調
査
を
完
了
す

２０
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
緊
急
輸

送
路
線
の
路
面
下
空
洞
調
査
だ
け

で
は
災
害
応
急
活
動
や
避
難
所
と

の
連
携
を
図
る
た
め
に
は
不
足
し

て
い
ま
す
。
緊
急
輸
送
路
線
か
ら

広
域
避
難
場
所
や
避
難
所
等
へ
の

進
入
路
と
な
る
一
般
市
道
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
路
面
下
空
洞
調
査

を
実
施
し
、
空
洞
が
あ
れ
ば
事
前

に
補
修
、修
繕
す
る
こ
と
が
安
心
、

安
全
の
備
え
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
指
定
緊
急
輸
送

路
線
か
ら
離
れ
て
い
る
相
武
台
東

小
学
校
な
ど
の
避
難
所
等
に
つ
い

て
は
、
緊
急
輸
送
路
線
全
線
の
路

面
下
空
洞
調
査
終
了
後
に
、
避
難

所
等
に
至
る
経
路
を
確
認
し
た
上

で
、
順
次
、
路
面
下
空
洞
調
査
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

超
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
に
お
い
て
資
源
や
財
源
が
限
ら

れ
る
中
で
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
無
理
を

し
過
ぎ
な
い
着
実
な
行
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
常
に
各

分
野
に
わ
た
り
成
長
戦
略
を
考
え
、

実
践
し
進
化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

も
必
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、

国
の
地
域
再
生
計
画
や
地
方
創
生

の
各
施
策
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
、
持

続
可
能
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
す
る
た
め
の
政
策
で
す
。
ヒ
マ

ワ
リ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど

は
地
域
再
生
計
画
を
活
用
す
れ
ば
、

よ
り
発
展
し
て
い
く
と
考
え
ま
す

が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

第
四
次
座
間
市
総
合
計

画
に
沿
っ
た
行
政
運
営
を
心
が
け
、

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
て
お
り
、

基
本
構
想
の
実
現
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
成
長

戦
略
や
進
化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
含
め
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
な
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

と
い
う
観
点
か
ら
も
我
が
街
の
重

要
課
題
と
し
て
、
今
後
に
向
け
た

一
つ
の
大
き
な
資
源
と
位
置
づ
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
将
来
に
つ
い
て
も
、
総
合

計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
る
都
市
公
園
法
の

改
正
に
よ
り
、
飲
食
店
、
売
店
等

の
公
園
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

に
資
す
る
公
園
施
設
の
設
置
と
、

当
該
施
設
か
ら
生
じ
る
収
益
を
活

用
し
て
、
そ
の
周
辺
の
園
路
、
広

場
等
の
整
備
、
改
修
等
を
一
体
的

に
行
う
者
を
、
公
募
に
よ
り
選
定

す
る
公
募
設
置
管
理
制
度
（
Ｐ
ａ

ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
都
市
公
園
に
民
間

投
資
を
誘
導
す
る
こ
と
は
、
公
園

管
理
者
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
、

都
市
公
園
の
質
の
向
上
、
公
園
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
期
待
す

る
も
の
で
す
が
、
公
園
管
理
等
へ

の
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

都
市
公
園
に
か
か

わ
る
維
持
管
理
費
は
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
清
掃
、
草
刈
り
、
剪
定
等

の
作
業
の
合
計
で
、
平
成　

年
度

３０

予
算
で
は
１
億　

万
１
千
円
で
す
。

２９

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
、
公

園
広
場
等
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
は
多

種
多
様
に
わ
た
り
、
公
園
広
場
等

を
次
世
代
に
良
好
な
資
産
と
し
て

引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
柔
軟
性
を

持
ち
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
の
で
、
公
園
維
持
管

理
や
運
営
等
へ
民
間
活
力
の
導
入

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
間
活
力
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

導
入
制
度
の
研
究
の
ほ
か
、
条
例

改
正
や
緑
の
基
本
計
画
の
改
定
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、今
後
、

調
査
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

自
治
会
で
は
地
域
の
住
人
が
快

適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

の
清
掃
活
動
や
消
防
訓
練
、
祭
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
や

警
察
等
の
関
係
各
所
と
協
力
し
て

地
域
の
環
境
整
備
の
改
善
や
治
安

維
持
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
治
会
が
円
滑
に
活
動
を
進

め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
自

治
会
館
で
あ
り
、
地
域
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
自
治
会
館

が
老
朽
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
修
繕
を
し
な
が
ら
使
用
し

て
い
る
自
治
会
館
も
、
や
が
て
は

老
朽
化
で
使
え
な
く
な
る
と
き
が

き
ま
す
。
建
て
替
え
を
し
な
け
れ

ば
市
内
の
自
治
会
館
は
な
く
な
り
、

地
域
の
拠
点
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
て
替
え

を
す
る
際
に
は
、
解
体
工
事
も
含

め
た
全
体
の
工
事
代
金
を
対
象
に

し
て
補
助
金
を
交
付
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

市
民
部
長　

自
治
会
館
の
重
要

性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

建
て
替
え
の
場
合
は
、
解
体
撤
去

し
た
上
で
新
築
工
事
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
解
体
工
事
と
新
築
工
事

は
一
連
の
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

新
築
工
事
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
地
域
集
会
所
新
築
事
業
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

解
体
撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
補
助

金
に
含
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

座
間
市
の
成
長
戦
略
へ
の

取
り
組
み
は
？

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

核
兵
器
廃
絶
・
原
水
爆
禁
止
運
動
で

具
体
的
な
行
動
を

　

竹
田　

陽
介 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

公
園
管
理
に
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
提
案

市
は
調
査
、
検
討
を
進
め
る

荻
原　

健
司 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

保
育
行
政
の
質
的
向
上
を
！

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

自
治
会
館
建
て
替
え
時
に

解
体
工
事
も
含
め
た
補
助
金
交
付
を
！

　

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

避
難
所
ま
で
路
面
下
空
洞
調
査
を


